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富士トラム（仮称）とは
住民の皆さんの懸念に対応した2つの大きな特徴を備えます。
● 鉄輪ではなくゴムタイヤを使用
　既存道路を使った延伸が可能で、静かに走行します。
● レールを用いない誘導方式の採用
　鉄レールを敷設しないため工費を大幅削減。
　軌道法の適用により来訪者コントロールが可能です。

［巻頭特集］

富士山麓とスバルライン五合目を結ぶ
富士山登山鉄道構想について、
長崎幸太郎知事は新たに、

「富士トラム」（仮称）を提案しました。
この構想は、富士山の来訪者コントロールを実現し、

あるべき富士山の姿を
後世に引き継ぐことを目指します。

富士トラムは「未来のやまなし」を
デザインするアイデアです。

富士トラムとはどんな交通手段なのか。
なぜ、従来の鉄レール案から変わったのか。

県民の皆さんに説明します。

富士トラム
新提案!
瀬戸際の富士山を救い、

未来のやまなしをデザインする

　

甲
府
市
内
の
自
宅
を
出
て
、近
く
の

ト
ラ
ム
駅
ま
で
歩
く
。走
っ
て
き
た
ト

ラ
ム
に
乗
り
込
み
、向
か
う
の
は
リ
ニ
ア

駅
。25
分
も
乗
れ
ば
都
内
に
着
け
る
の

で
、大
学
に
は
自
宅
か
ら
通
っ
て
い
る
。

　

乗
り
込
も
う
と
し
た
リ
ニ
ア
か
ら
、

団
体
客
が
降
り
て
き
た
。

「
富
士
山
に
登
る
に
は
東
京
か
ら
新
宿

経
由
で
大
回
り
し
た
も
の
だ
け
ど
、
あ

っ
と
い
う
間
に
着
い
た
な
あ
」。
関
西

か
名
古
屋
方
面
か
ら
の
観
光
客
の
よ
う

だ
。
名
古
屋
か
ら
45
分
と
ア
ク
セ
ス
が

良
く
な
っ
た
の
で
、
西
か
ら
来
る
人
た

ち
が
以
前
よ
り
増
え
て
い
る
ら
し
い
。

　

娘
を
大
学
に
送
り
出
し
た
母
は「
便

利
だ
ね
え
。
私
た
ち
の
世
代
は
、
東
京

で
高
い
家
賃
払
っ
て
下
宿
し
て
い
た
の

に
…
」と
つ
ぶ
や
い
た
。

　

先
日
、
隣
の
古
い
空
き
家
に
若
い
フ

ァ
ミ
リ
ー
が
引
っ
越
し
て
き
た
。「
レ

ト
ロ
建
築
」
と
い
う
ら
し
く
、
内
装
は

リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
快
適
そ
う
に
暮
ら
し

て
い
る
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
も
以
前
よ

り
広
い
家
に
喜
ん
で
、
に
ぎ
や
か
な
声

が
よ
く
聞
こ
え
て
く
る
。
パ
パ
は
、
東

京
か
ら
本
社
移
転
し
て
き
た
会
社
に
勤

め
て
い
る
ら
し
い
。

「
そ
う
い
え
ば
、
県
の
偉
い
人
が
最
近

言
っ
て
る〝
副
都
心
構
想
〞っ
て
こ
う
い

う
暮
ら
し
の
こ
と
な
の
か
な
」
│
│

　

こ
ん
な
未
来
図
を
実
現
す
る
の
が
、

富
士
ト
ラ
ム
で
す
。

　

富
士
山
の
来
訪
者
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

目
的
と
す
る「
富
士
山
登
山
鉄
道
構

想
」
で
す
が
、
富
士
ト
ラ
ム
が
実
現
す

れ
ば
、
皆
さ
ん
の
生
活
の
質
を
グ
ッ
と

上
げ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
提
案
す
る「
富
士
ト
ラ
ム
」
の

カ
ギ
は
、
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
五
合
目

と
富
士
山
麓
を
つ
な
ぐ
ト
ラ
ム
を
、
近

い
将
来
開
業
予
定
の
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
・
山
梨
県
駅（
仮
称
＝
甲
府
市
大
津
町
、

以
下「
リ
ニ
ア
駅
」）
と
も
結
ぶ
ア
イ
デ

ア
に
あ
り
ま
す
。

　

実
現
す
れ
ば
、リ
ニ
ア
駅
は
、東
京
や

名
古
屋
方
面
か
ら
来
る
人
に
と
っ
て「
富

士
山
の
玄
関
」に
な
り
、県
民
に
と
っ
て

は「
大
都
市
圏
へ
の
入
口
」に
な
り
ま
す
。

ミ
ラ
イ
の
や
ま
な
し
の
日
常
風
景

富
士
山
と
リ
ニ
ア
が
直
結
！

「富士トラム」（仮称）を提案しました。
この構想は、富士山の来訪者コントロールを実現し、

後世に引き継ぐことを目指します。

富士トラムは「未来のやまなし」を

富士トラムとはどんな交通手段なのか。
なぜ、従来の鉄レール案から変わったのか。

NEWNEW
MobilityMobility

リニア駅
へ
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冒
頭
に
描
い
た「
や
ま
な
し
の
未
来
予

想
図
」
の
よ
う
に
、
県
民
の
皆
さ
ん
は
、

家
の
近
く
に
で
き
た
ト
ラ
ム
駅
か
ら
乗

れ
ば
リ
ニ
ア
駅
に
行
け
ま
す
。
そ
し
て
、

リ
ニ
ア
に
25
分
乗
れ
ば
東
京
に
、
45
分

で
名
古
屋
に
着
き
ま
す
。
県
民
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
、
リ
ニ
ア
が
普
段
使
い
で

き
る
手
軽
な
交
通
手
段
に
な
り
ま
す
。

　

リ
ニ
ア
に
よ
る
東
京
へ
の
ル
ー
ト
が

で
き
る
こ
と
は
県
民
の
普
段
の
暮
ら
し

や
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
影
響
し
ま
す
。
東
京

が
通
勤
・
通
学
圏
内
に
な
る
か
ら
で
す
。

東
京
に
転
勤
に
な
っ
て
も
引
っ
越
し
を

せ
ず
に
済
み
ま
す
。
東
京
に
本
社
を
置

く
会
社
が
山
梨
へ
移
転
し
て
く
る
ケ
ー

ス
も
出
て
く
る
で
し
ょ
う
し
、
大
都
市

圏
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
が
、
暮
ら
し

や
子
育
て
環
境
が
整
っ
て
い
る
山
梨
へ

移
り
住
む
動
き
も
加
速
す
る
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
変
化
が
、
人
口
減
少
対
策

に
も
好
影
響
を
与
え
る
は
ず
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
県
内
を
訪
れ
る
観
光
客
は
、

富
士
山
観
光
が
メ
イ
ン
だ
っ
た
か
も
し

埋
め
込
ん
だ
磁
気
マ
ー
カ
ー
な
ど
を
読

み
取
っ
て
走
行
し
ま
す
。
白
線
は
ス
バ

ル
ラ
イ
ン
上
に
線
を
引
く
だ
け
で
、
磁

気
マ
ー
カ
ー
の
場
合
も
間
隔
を
空
け
て

マ
ー
カ
ー
を
埋
設
す
る
工
事
の
み
な
の

で
、
環
境
へ
の
影
響
は
最
小
限
で
す
。

ト
ラ
ム
の
動
力
源
は
、
山
梨
県
で
つ

く
っ
て
い
る
グ
リ
ー
ン
水
素
の
活
用
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
水
素
と
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
つ
く
ら
れ
た
水
素
の
こ
と

で
、
製
造
過
程
で
二
酸
化
炭
素
を
排
出

し
な
い
た
め
、「
脱
炭
素
社
会
」の
実
現

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
県
内
に
は
他
に

幾
つ
も
の
観
光
名
所
が
あ
り
ま
す
。
リ

ニ
ア
を
経
由
し
て
山
梨
県
内
の
ト
ラ
ム

周
遊
が
実
現
す
る
こ
と
で
、
観
光
客
は
、

富
士
山
の
行
き
帰
り
に
石
和
温
泉
に
寄

っ
た
り
、
笛
吹
川
フ
ル
ー
ツ
公
園
で
旬

の
果
物
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
簡

単
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
県
内
の
観
光
地
が
活

性
化
し
て
い
く
こ
と
は
、
地
域
経
済
に

も
好
影
響
を
与
え
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

県
は
、
富
士
北
麓
地
域
で「
富
士
五

湖
自
然
首
都
圏
構
想
」
を
進
め
て
い
ま

す
。
最
新
の
ア
ー
ト
や
、
水
素
な
ど
の

先
端
技
術
を
生
か
し
て「
世
界
に
類
を

見
な
い
先
進
的
地
域
」
を
創
る
構
想
で

す
。
ト
ラ
ム
で
つ
な
が
っ
た
富
士
北
麓

地
域
は
、
世
界
中
の
人
々
が
リ
ニ
ア
駅

を
経
由
し
て
集
ま
り
、
交
流
を
深
め
る

拠
点
に
な
り
ま
す
。

　

リ
ニ
ア
駅
を
起
点
に
、
県
内
各
地
を

つ
な
ぐ
富
士
ト
ラ
ム
が「
新
し
い
山
梨

県
の
カ
タ
チ
」
を
創
り
上
げ
て
い
く
こ

と
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

　

富
士
ト
ラ
ム
を
一
言
で
表
現
す
る
と
、

「
電
車
の
形
を
し
た
ニ
ュ
ー
モ
ビ
リ
テ

ィ
」
で
す
。
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
な
の
で
、
レ

ー
ル
を
走
る
鉄
道
に
比
べ
て
走
行
音
が

小
さ
く
、
快
適
で
上
質
な
旅
を
満
喫
で

き
ま
す
。
ま
さ
に
電
車
と
バ
ス
の
い
い

と
こ
取
り
な
の
で
す
。

　

富
士
山
麓
と
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
五
合
目

を
結
ぶ
ト
ラ
ム
は
、
車
両
に
搭
載
し
た

セ
ン
サ
ー
が
道
路
上
の
白
線
や
道
路
に

に
貢
献
し
ま
す
。

　

県
企
業
局
が
リ
ニ
ア
駅
近
く
の
米
倉

山（
甲
府
市
）
で
運
営
す
る
施
設
は
水

素
・
燃
料
電
池
に
関
す
る
世
界
最
高
水

準
の
研
究
開
発
拠
点
で
、
企
業
や
研
究

機
関
が
集
結
し
て
い
ま
す
。

　

富
士
ト
ラ
ム
の
動
力
源
と
し
て
、
県

産
の
グ
リ
ー
ン
水
素
が
使
わ
れ
る
こ
と

で
、
世
界
中
に「
水
素
先
進
地
域
」
と

い
う
実
績
と
名
声
が
広
ま
り
、
山
梨
ブ

ラ
ン
ド
の
向
上
に
も
寄
与
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
富
士
ト
ラ
ム
の
導
入
が
、

富
士
山
登
山
鉄
道
構
想
が
そ
も
そ
も
目

峡東エリア

中央道

中央本線

中
部
横
断
道

峡北
エリア

秩父地域
軽井沢地域

諏訪

峡南
エリア

甲府北部
エリア新山梨

環状道路

南アルプス
エリア

甲府南部
エリア

リニア
山梨県駅
（仮称）

富士北麓
エリア

リニア中央新幹線

富士トラム網を
核とした
グランド・
ビジョン

東京へ
25分

名古屋へ
45分

富
士
ト
ラ
ム
の
特
徴
は
こ
こ
!

な
ぜ
来
訪
者
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
な
が
る
?

リニア駅とスバルライン五合目が
直結します。「富士山の玄関」になる
とともに、県民の皆さんにとっては
「大都市圏への入口」になります。延
伸して県内にトラム網を広げれば、
リニア新幹線は普段使いできる手
軽な交通手段になります。

マレーシアで試験走行中の車両

富 士トラ ム 網

﹇
巻
頭
特
集
﹈
新
提
案
！

富
士
ト
ラ
ム

　

リ
ニ
ア
駅
と
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
五
合
目
。

こ
れ
ら
2
地
点
を
な
ぜ
直
結
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、

富
士
ト
ラ
ム
に
導
入
す
る
車
両
が
、
ゴ

ム
タ
イ
ヤ
で
走
る
か
ら
で
す
。
鉄
レ
ー

ル
を
新
た
に
敷
設
す
る
必
要
が
な
く
、

既
存
の
一
般
道
を
走
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
延
伸
が
容
易
で
す
。

　

県
は
、
将
来
的
に
富
士
ト
ラ
ム
を
県

内
各
地
に
延
伸
す
る
こ
と
も
視
野
に
入

れ
て
い
ま
す
。
実
現
し
た
と
き
の「
グ

ラ
ン
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン
」
も
描
き
ま
し
た
。

リ
ニ
ア
・
中
央
本
線
・
身
延
線
と
い
っ

た
鉄
道
に
加
え
、
中
央
道
・
中
部
横
断

道
・
新
山
梨
環
状
道
路
な
ど
の
主
要
道

路
の
は
ざ
ま
に「
富
士
ト
ラ
ム
網
」
を

張
り
巡
ら
せ
て
い
く
計
画
で
す
。

　

リ
ニ
ア
開
業
と
い
う
チ
ャ
ン
ス
を
県

民
の
暮
ら
し
向
上
や
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
結
び
付
け
て
い

く
こ
と
。
こ
れ
こ
そ
が
、「
富
士
ト
ラ
ム
」

を
核
と
し
た
グ
ラ
ン
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン
の

最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

名
古
屋
圏
や
関
西
圏
か
ら
富
士
山
や

県
内
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
な
る
の
で
、

リ
ニ
ア
駅
の
利
用
者
は
格
段
に
増
え
る

は
ず
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
、「
リ
ニ
ア

駅
の
停
車
本
数
を
増
や
す
効
果
」
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
新
幹
線
駅
が
設
置
さ
れ
た

も
の
の
、
そ
の
駅
に
停
車
す
る
列
車
が

少
な
く
、
単
な
る〝
通
過
駅
〞
と
な
っ

て
し
ま
っ
て
地
域
の
活
性
化
に
生
か
さ

れ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

山
梨
県
で
そ
の
よ
う
な
状
態
を
生
み

出
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

リ
ニ
ア
と
富
士
山
が
つ
な
が
る
こ
と

で
利
便
性
が
向
上
し
、
リ
ニ
ア
駅
の
乗

降
客
数
が
増
え
れ
ば
、
単
な
る〝
通
過

駅
〞
に
は
な
ら
ず
、
停
車
本
数
の
増
加

が
見
込
め
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ト
ラ
ム
が
県
内
各
地
と
リ

ニ
ア
駅
を
結
ぶ
こ
と
で
、
リ
ニ
ア
駅
周

辺
の
開
発
が
促
さ
れ
、
J
R
甲
府
駅
一

帯
を
は
じ
め
各
地
の
観
光
・
交
流
や
産

業
振
興
も
さ
ら
に
進
む
こ
と
が
期
待
で

き
ま
す
。
富
士
山
の
恵
み
を
全
県
へ
行

き
渡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

県
内
に
富
士
ト
ラ
ム
網
を
張
り
巡
ら
せ
る

グ
ラ
ン
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン
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従来案からの方針転換
県民の集合知から生まれた

　富士トラムという新提案が生ま
れたのは、県民の皆さんとの密度
の濃い議論を重ねてきたからにほ
かなりません。
　県は2021年、県の有識者会議で
ベストとされた登山鉄道案を皆さ
んに提示しました。提案当初から
「鉄道ありきではない」という考え
を説明した上で、「富士山を救うた
めの議論を始めませんか」と呼び
かけました。
　呼びかけと同時に、県は、23年11
月から富士北麓の6市町村で、知事
も出席して住民説明会を開催しま
した。住民の皆さんからは多くの
疑問や貴重なアイデアをいただき
ました。この説明会を受けて、県は
登山鉄道案だけでなく、他の交通
システムの検討も行ってきました。
　新たな交通システムの検討と並
行し、24年6月から7月には、県庁
の担当職員が北麓地域の皆さんと

意見交換する会を計14回開きま
した。
　11月13日には、長崎知事が約2時
間にわたり、富士山登山鉄道構想
に反対する3団体の代表者から詳
細なお話をうかがいました。団体
の代表は「富士山への来訪者コン
トロールは必要だ」という一方で、
「鉄のレールを使う交通手段は工
事に伴う自然破壊が心配だ」とい
う意見は共通していました。
皆さんの意見やニーズを集約し

た結果、富士トラムが従来の案に
代わる「最適解」になり得るとの考
えに至りました。長崎知事は、鉄の
レールではない「富士トラム」に方
針転換することを決断し、それを
発表する会見でこう述べました。
「富士山の新交通システムは山梨
県にとって基盤となるシステムな
ので、できるだけ多くの人に祝福
とまで言えなくても、賛同や理解

を得ることが望ましいと考え、政
治的判断をしました」
　今回の富士トラム案もあくまで
一つの提案です。さまざまな考え
を持つ皆さんと意見を交わし、多
くの方が納得できる交通システム
にする必要があります。現在、住民
の皆さんへの説明も順次実施して
います。
　12月定例議会に技術的課題を調
査する予算を提出しました。その
調査結果を踏まえ、県民の皆さん
と議論を進めていきます。
　将来予定されるリニア新幹線の
開業は、国土の構造に転換をもた
らし、産業や住宅の立地選択にも
大きな影響を与えます。日本国内
における山梨県の存在感を引き上
げていくためにも、リニア開業に
向けた準備はスピードが必要です。
　いち早く、課題解決策を実行し
ていかなければなりません。

　

従
来
の
登
山
鉄
道
案
と
の
違
い
は
、

大
き
く
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、コ
ス
ト
で
す
。
富
士
ト
ラ
ム

の
整
備
コ
ス
ト
は
、登
山
鉄
道
案（
約

１
４
０
０
億
円
）よ
り
大
幅
に
少
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。
鉄
の
レ
ー
ル
を
敷
く
必
要
が
な
い

こ
と
が
大
き
な
コ
ス
ト
削
減
の
要
因
で

す
。
運
行
を
始
め
て
以
降
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
費
用
も
、登
山
鉄
道
案
よ
り
大
幅

に
削
減
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
コ

ス
ト
を
減
ら
せ
る
の
で
、
延
伸
の
た
め

の
費
用
に
充
て
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

　

ス
バ
ル
ラ
イ
ン
上
に
レ
ー
ル
を
敷
設

す
る
登
山
鉄
道
案
は
工
期
が
長
く
、
富

士
山
観
光
を
数
年
止
め
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。

　

富
士
ト
ラ
ム
の
場
合
、
白
線
や
磁
気

マ
ー
カ
ー
を
敷
設
す
る
簡
単
な
工
事
で
、

環
境
へ
の
影
響
が
少
な
い
上
、
工
事
期

間
も
短
く
て
済
む
の
で
富
士
山
観
光
を

止
め
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が

第
二
の
違
い
で
す
。

工期が短く設置費用を大幅削減。
メンテナンス費用も安価

ゴムタイヤで走行
運転は磁気誘導方式

電車の形をした乗り物なので、
レールを敷く工事が不要。

動力源は
山梨県産のグリーン水素

給電設備が不要になり、
設置費と維持費を大幅に削減

クリーンなエネルギーの
利用により山梨ブランドの
価値向上につながる

ゴムタイヤなので
県内各地に延伸できる

トラムは一般道も走れるので、
県内各地と主要ターミナルを
つなぐことができる

富士トラムにすると…

これまでに上げられた
懸念の声と今後の方向性

ワイヤレス給電
積雪や落葉の影響受けない方式は

現状であるの？

レール敷設
設置費用がかかるし、工期も長い
メンテナンス費用も高いのでは？

磁気センサ
モジュール

磁気マーカ

オプティカル
センサー

ライダー

［問い合わせ先］富士山保全・観光エコシステム推進グループ　TEL 055-223-1330 FAX 055-223-1438

富士トラムの
詳細はこちら

富士山登山鉄道構想に
ついて詳しく知りたい
方はこちら

指
し
て
い
た「
富
士
山
を
あ
る
べ
き
姿

に
し
て
後
世
に
引
き
継
ぐ
」
こ
と
と
ど

う
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
の
か
を
ご
説

明
し
ま
す
。

　

現
在
の
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
は
、
マ

イ
カ
ー
規
制
以
上
に
車
両
の
進
入
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

富
士
ト
ラ
ム
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、

走
行
に
必
要
な
白
線
や
磁
気
マ
ー
カ
ー

を
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
に
敷
設
し
ま
す
。
こ

の
白
線
や
磁
気
マ
ー
カ
ー
が「
軌
道
」

の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

路
面
電
車
や
各
地
で
導
入
が
進
む
新

交
通
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
軌
道
上
を
走
る

乗
り
物
は
、「
軌
道
法
」と
い
う
法
律
が

適
用
さ
れ
ま
す
。
県
は
、
富
士
ト
ラ
ム

に
軌
道
法
を
適
用
す
れ
ば
ス
バ
ル
ラ
イ

ン
へ
の
一
般
車
両
の
進
入
を
規
制
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
規
制
が
可
能
に

な
れ
ば
、
富
士
山
へ
の
来
訪
者
数
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
富
士
ト
ラ
ム
の
実
現
は
、

環
境
負
荷
に
あ
え
ぐ「
瀬
戸
際
の
富
士

山
」を
救
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

﹇
巻
頭
特
集
﹈
新
提
案
！

富
士
ト
ラ
ム

コ
ス
ト
を
大
幅
削
減

「
軌
道
」に
な
る
か
ら

バ
ス
も
規
制
で
き
ま
す
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世
界
中
で
脱
炭
素
の
動
き
が
進
む
中
、

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

燃
料
と
し
て
使
っ
て
も
二
酸
化
炭
素
を
発
生
せ
ず
、

地
球
温
暖
化
の
元
凶
と
も
い
わ
れ
る

化
石
燃
料
か
ら
の

脱
却
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。

山
梨
県
は
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、

日
本
を
リ
ー
ド
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
2
0
2
4
年
、水
素
を
つ
く
る
装
置
の

量
産
工
場
が
県
内
に
新
た
に

建
設
さ
れ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

充
実
し
た
研
究
環
境
に「
量
産
」と
い
う
パ
ー
ツ
が
加
わ
り
、

山
梨
県
は
、水
素
先
進
地
と
し
て
さ
ら
に
前
進
し
ま
す
。

P
2
G
の

量
産
工
場
が

都
留
市
に
や
っ
て
く
る

「
水
素
先
進
地
や
ま
な
し
」が

大
き
く
前
進
！

　

国
内
で
水
素
製
造
装
置
を
手
が
け
る
カ

ナ
デ
ビ
ア
（
旧
日
立
造
船
、本
社・大
阪
市
）

が
、
都
留
市
に
新
し
い
工
場
を
つ
く
る
こ

と
を
発
表
し
ま
し
た
。
カ
ナ
デ
ビ
ア
は
機

械
・
工
場
設
備
の
メ
ー
カ
ー
で
、
約
80
億

円
を
投
じ
て
新
工
場
を
建
設
し
、
28
年
度

中
の
操
業
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
工
場
で
つ
く
ら
れ
る
の
は
、
水

を
電
気
分
解
し
て
水
素
を
製
造
す
る
水
電

解
装
置
の
中
核
機
器
で
、「
水
電
解
ス
タ
ッ

ク
」
と
呼
ば
れ
る
機
器
で
す
。
カ
ナ
デ
ビ

ア
は
都
留
市
の
新
工
場
を
〝
国
内
マ
ザ
ー

工
場
〞
と
位
置
づ
け
、
水
電
解
ス
タ
ッ
ク

を
量
産
し
、
水
素
製
造
拠
点
を
国
内
外
に

順
次
展
開
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　

山
梨
県
は
こ
れ
ま
で
、
水
素
を
製
造
し

て
実
際
に
工
場
な
ど
で
使
え
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
全
国
を
リ
ー
ド
し
て
研
究
開
発

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
県
が
開
発
し
た
水

素
製
造
装
置
「
Ｐ
２
Ｇ
シ
ス
テ
ム
」
は
、

サ
ン
ト
リ
ー
白
州
工
場
（
北
杜
市
）
な
ど

で
導
入
の
準
備
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

（
P
11
に
詳
細
）。

　

産
業
界
の
関
心
も
高
く
、
水
素
の
製
造・

研
究
開
発
拠
点
で
も
あ
る
米
倉
山
（
甲
府

市
）
の
施
設
に
は
、
N
T
T
ド
コ
モ
や
東

レ
な
ど
多
く
の
企
業
が
入
居
し
、
国
内
企

業
や
外
国
か
ら
の
視
察
も
絶
え
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
な
か

な
か
普
及
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
従
来
の

燃
料
よ
り
値
段
が
高
い
こ
と
が
大
き
な
原

因
で
す
。

　

量
産
に
よ
っ
て
水
素
を
つ
く
る
装
置
の

価
格
が
下
が
れ
ば
、
水
素
製
造
コ
ス
ト
の

削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
カ
ナ
デ
ビ
ア
の

新
工
場
は
、
日
本
の
水
素
社
会
実
現
を
け

ん
引
す
る
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
の
で
す
。

　

県
が
開
発
し
た
水
素
製
造
装
置
「
Ｐ
２

Ｇ
シ
ス
テ
ム
」に
も
、同
社
の
機
器（
ス
タ
ッ

ク
）
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
ク
が

安
く
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
Ｐ
２
Ｇ

シ
ス
テ
ム
自
体
の
コ
ス
ト
も
安
く
な
り
、

山
梨
発
の
技
術
が
全
国
に
普
及
し
て
い
く

可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

Ｐ
２
Ｇ
シ
ス
テ
ム
が
普
及
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
コ
ス
ト
が
下

が
る
と
い
う
好
循
環
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ

の
結
果
、「
暮
ら
し
の
中
で
水
素
が
使
わ

れ
る
」
社
会
が
現
実
の
も
の
に
な
る
わ
け

で
す
。

や
ま
な
し
P
2
G
シ
ス
テ
ム
が
世
界

に
広
ま
り
、
山
梨
は
グ
リ
ー
ン
水
素
の
代

名
詞
と
な
り
ま
す
。

カ
ナ
デ
ビ
ア
新
工
場
、28
年
度
に
も
操
業
へ

　

水
素
先
進
地
で
あ
る
こ
と
は
、
県
内
経

済
に
も
好
影
響
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

水
素
に
関
連
し
た
企
業
が
い
ま
、
山
梨

に
集
ま
り
始
め
て
い
ま
す
。
企
業
が
県
内

に
拠
点
を
置
け
ば
、
新
し
い〝
働
く
場
〞

が
で
き
ま
す
。
山
梨
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
働

く
人
が
増
え
る
で
し
ょ
う
。
県
内
大
学
生

に
と
っ
て
は
魅
力
的
な〝
就
職
先
〞
に
な

り
ま
す
。

　

県
内
企
業
と
の
新
た
な
取
引
も
始
ま
る

で
し
ょ
う
。
今
は
水
素
と
関
係
な
い
企
業

が
水
素
関
連
分
野
へ
参
入
す
る
機
運
が
高

ま
り
、
安
定
的
な
収
益
ア
ッ
プ
効
果
も
出

て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

カ
ナ
デ
ビ
ア
の
工
場
誘
致
に
あ
た
り
、

長
崎
幸
太
郎
知
事
は
23
年
10
月
、
カ
ナ
デ

ビ
ア
東
京
本
社
を
訪
ね
、
立
地
条
件
の
良

さ
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

24
年
２
月
、
堀
内
富
久
・
都
留
市
長
と
と

も
に
候
補
地
を
案
内
す
る
な
ど
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
を
重
ね
た
結
果
、
都
留
市
へ
の
立

地
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

長
崎
知
事
は
カ
ナ
デ
ビ
ア
新
工
場
に
つ

い
て
、「
研
究
環
境
が
整
っ
た
本
県
に〝
量

産
〞
と
い
う
新
た
な
ピ
ー
ス
が
加
わ
り
ま

す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、〝
実
証
〞が〝
実
装
〞

へ
と
移
行
す
る
ス
ピ
ー
ド
が
加
速
し
て
い

き
ま
す
」
と
述
べ
、
全
面
的
な
支
援
を
表

明
し
ま
し
た
。

県
内
経
済
に

好
影
響
及
ぼ
す

〝
水
素
効
果
〞

Ｐ
２
Ｇ
シ
ス
テ
ム
の

普
及
を
後
押
し

特 集
2

農業

米倉山の
P2G
システム

H2

H2

電気 水素

水素

自然電力
による
発電

ソーラー
で発電

産業

ソーラー
で発電

P2Gシステム

充実した研究環境が整う山
梨県に企業が集まる。
量産の機能が加わり、社会
で水素を使う実証実験が繰
り返される。
実証実験の結果をもとに各
企業が製品を改善する。
改善した製品を量産化する。
普及につれて、水素社会を
実現するためのエコシステ
ムが高速回転する。 循環

スピードが！加速

水素社会の
エコシステム

研究の場で
実 証

実社会で
実 証 量産

工場

製品として社会に実装

［問い合わせ先］（企業立地）成長産業推進課　TEL 055-223-1565   FAX 055-223-1569 ［問い合わせ先］（P2G）新エネルギーシステム推進課　TEL 055-234-5268  FAX 055-267-5318
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TOPICS

TOPICS

TOPICS
山
梨
県
が
つ
く
っ
た
水
素
は
、産
業
界
か
ら
注
目
さ
れ
、

多
く
の
企
業
が
実
際
に
使
い
始
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

海
外
か
ら
も「
や
ま
な
し
の
水
素
」に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

需
要
が
高
ま
っ
て
使
う
量
が
増
え
れ
ば
、

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
製
造
コ
ス
ト
は
安
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

「
水
素
を
使
う
暮
ら
し
が
当
た
り
前
」の
時
代
が

ま
ず
、山
梨
県
か
ら
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

長 崎知事は2024年11月、米国カリフ
ォルニア州を訪ねました。県が富

士北麓地域で進める「富士五湖自然首
都圏フォーラム」の一行で視察しました。
　フォーラムは、水素の活用を重要な柱
の一つにしています。水素を活用した新
技術やビジネスにチャレンジしたい人
が集まって交流し、新たなビジネスモデ
ルをつくり上げてほしいという狙いです。
　長崎知事は今回のカリフォルニア訪
問で、クリーンな水素の製造や利活用
に取り組む「Renewables 100」※1世界
最大のグリーン水素製造施設を持つ企
業「SGH2」※2の代表と相次いで面談し、
山梨県の水素への取り組みを説明しま

した。
　その結果、この 2つの団体・企業と
「富士五湖自然首都圏フォーラム構想」
とが相互協力していくための基本合意
の締結に至りました。
　また、帰国後、25 年 2 月にカリフ
ォルニア州で開かれる気候変動対策の
国際会議で、長崎知事を基調講演のス
ピーカーとして招待するという書状が
届きました。
　カリフォルニア州は州単独でもG8
諸国と肩を並べる州の総生産がありま
す。こうした経済先進地域からも、山
梨県の水素社会の実現に向けた取り組
みは注目されています。

米カリフォルニア州も注目！
知事に国際会議への招待状が

県内でも、海外でも
山梨発のＰ２Ｇシステム

米倉山に設置されているP2Gシステム。
大工場内に新設する大型のタイプと、それ
ほど大きくない工場に後付けできる小規模
パッケージもある

ントリー天然水 南アルプス白
州工場・サントリー白州蒸溜所」

（北杜市）で 2024 年 2 月、水素製造
工場の建設が始まりました。工場内に
は県が開発した「Ｐ２Ｇシステム」が
使われています。
　25 年度の稼働を目指し、国内で最
大規模となる年 2200トンの水素を製
造する予定です。年間のCO₂ 削減量
は 1万 6000トンを見込んでいます。
　工場内には総延長約 2キロに及ぶ水
素パイプラインが張り巡らされ、天然
水の殺菌などに使われます。
　Ｐ２Ｇシステムは小規模にすること
もできます。
　小規模にすることで、既存の工場に
設置し、従来は化石燃料を使っていた
設備を水素に切り替えることができる
のです。これまでのところ、大成ユー
レック（大成建設のグループ会社）の

川越工場がコンクリート養生工程に、
住友ゴム工業の白河工場がタイヤ製造
の工程で、小規模版「Ｐ２Ｇシステム」
を導入することが決まっています。
　また、化粧品メーカーのコーセーが
南アルプス市に新工場を建設すること
が決まりました。この新工場では、ス
キンケア製品の製造に使うボイラーの
燃料として、米倉山でつくった「グリ
ーン水素」が使われます。すでに着工
されており、26 年上期中に稼働を始
める予定です。
　海外への展開も始まりました。
　インドでは、自動車メーカー「スズ
キ」の子会社でＰ２Ｇシステムの導入
検討が進んでいます。工場内で使う再
生可能エネルギーの余った電気でＰ２
Ｇシステムによって水素をつくる計画
です。
　インドネシアでは、地熱発電で余っ

た電力をＰ２Ｇシステムで水素にする
試みが始まっています。
　海外でＰ２Ｇシステムを展開するこ
とで、将来的には水素エネルギーを輸
入することにもつなげたいと考えてい
ます。山梨県が開発した水素製造装置
でできた大量の水素を輸入して、日本
全体の脱炭素化を後押しすることも実
現できるかもしれません。

「サ

企 業が工場などで水素を使う例は
着実に増えつつあります。

では、私たちの暮らしはどう変わるの
でしょうか──。
　県は 2025 年度から、農業用ハウス
で使う「水素加温機」を開発するた
め、実証実験を始める予定です。ＪＡ
や農家が太陽光で発電した電力を使っ
て、米倉山の電力貯蔵技術研究サイト
で「グリーン水素」※を生産。この水素
を燃料にして農業用ハウスを温めると
いうチャレンジです。
　農業用ハウスの加温機は重油を燃料
にするのが一般的ですが、燃料をグリ
ーン水素に置き換えることで、コスト
削減を実現するための仕組みづくりを
進めていきます。
　県は他にも、集荷などに使う軽トラ
ックや農作業に使う農機の電動化の検
証もしています。
　地球環境にとって良い商品を積極
的に選ぶ「エシカル消費」が広がる中、
カーボンフリーは〝選ばれる商品〟の
有力な条件になります。農家にとって
は、ブドウやモモなどの作物を「カー
ボンフリー・フルーツ」として付加価
値を高めて売ることで、収益増につな
がります。

　また、近い将来には、水素バスや水
素トラックが街を走るのは日常風景に
なっていることでしょう。
　2030 年代には、家庭でも水素を使
うようになる可能性があります。
　いま検討されているのは、各家庭に
つながっている都市ガスの配管に水素
を混ぜる方法です。徐々に水素の割合
を増やして、いずれは水素が家のエネ
ルギー源の一つになっていくというア
イデアです。こうすれば、新たに水素
管を地下に埋設するというインフラ工
事が要りません。
　水素を使った暮らしは、そう遠い先
の夢物語ではないのかもしれません。

水素を使った暮らしは
遠い先の〝夢物語〟ではない?!

※1 Renewables 100：アメリカで水素エネルギーの普及を推進する官民合同組織「ARCHES」
（再生可能クリーン水素エネルギーシステム連合）の中核組織。2007年設立。　※2 SGH2：カ
リフォルニア州ランカスター市と連携し、年3,800トンのグリーン水素を製造している。

※グリーン水素　再生可能エネルギーを使い、製造
過程でCO2を一切出さずにつくられた水素のこと。
究極のクリーンエネルギーといわれています。

もっと知りたい
やまなし
in depth

もっと知りたい
やまなし
in depth

11

22
33

水
素
で
あ
な
た
の
暮
ら
し
が
変
わ
る

県産のグリーン水素先進拠点となっている米倉山の施設

［問い合わせ先］富士五湖自然首都圏推進グループ　TEL 055-223-1387 FAX 055-223-1320 ［問い合わせ先］（カーボンフリー農業）農業技術課　TEL 055-223-1616 FAX 055-223-1622
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TRY!YAMANASHI!が
次のStageへ

根付き始めた
新事業チャレンジ

リニアが開業すれば東京・品川から約25分の距離！
山梨が新たなビジネス拠点になるチャンスがやってくる――。

「開業後」を見据えて県は都内のスタートアップ（新興企業）などを集め、
新技術の実証実験を行う テストベッドの聖地”を目指しています。

2021年から始まった「TRY!YAMANASHI!実証実験サポート事業」では、
24年度までに43件のプロジェクトをオール山梨で支援してきました。

株式会社NEXT DELIVERY
企画部部長代理（都留市出身）

小
菅
村
の
実
験
で

始
ま
っ
た
事
業
が

全
国
へ
展
開
し
て
い
ま
す

面
積
の
95
％
を
森
林
が
占
め
る
村
で
は
、

い
ま
や
ド
ロ
ー
ン
が
配
送
手
段
と
し
て

定
着
し
、
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

エ
ア
ロ
ネ
ク
ス
ト
の
子
会
社
で
、
ド

ロ
ー
ン
配
送
事
業
を
運
営
す
る
株
式
会

社
Nネ

ク

ス

ト

E
X
T 

D
デ

リ

バ

リ

ー

E
L
I
V
E
R
Y（
小

菅
村
）
企
画
部
部
長
代
理
の
近
藤
建
斗

さ
ん
は「
い
き
な
り
ド
ロ
ー
ン
と
言
わ

れ
て
も
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
づ
ら
い
で
す

よ
ね
。
週
末
に
説
明
会
を
開
催
し
、
配

送
を
無
料
に
す
る
な
ど
、
ま
ず
は
住
民

の
方
た
ち
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
」
と
話

し
ま
す
。
実
験
期
間
の
半
年
間
で

3
0
0
回
の
ド
ロ
ー
ン
配
送
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
や

電
話
で
簡
単
に
注
文
で
き
る
た
め
、
ビ

ー
ル
や
ア
イ
ス
な
ど
の
食
料
品
を
中
心

に
、
一
瞬
で
配
送
予
約
が
い
っ
ぱ
い
に

な
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
定
着

し
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
有
料
フ
ェ
ー
ズ
に

移
行
。
現
在
は
1
回
の
配
送
料
が
陸
送

も
含
め
て
3
0
0
～
5
0
0
円
と
な

っ
て
い
て
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
継
続
的
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
1
年
10
月
、「
T

 

R

 
Y
 ! 

Y
A
M
A
N
A
S
H
I
!

実
証
実
験
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
第
1
期
採
択
企
業
の
一

つ
で
あ
る
株
式
会
社
エ
ア
ロ
ネ
ク
ス
ト

（
東
京
都
渋
谷
区
）が
小
菅
村
で
ド
ロ
ー

ン
配
送
の
実
証
実
験
を
開
始
し
ま
し
た
。

当
時
は
珍
し
そ
う
に
空
飛
ぶ
物
体
を
見

上
げ
て
い
た
村
民
た
ち
で
し
た
が
、
総

拠点となるドローンデポから、小菅
村内の 11カ所にあるドローンスタ
ンドまでの飛行経路 ( 写真に描かれ
た実線 ) は、安全に配慮してあらか
じめ高度などが定められている

小菅村で物資を運ぶドローン

能登半島地震の際には緊急物資輸送で活躍。
石川県能登町で離陸を前にしたドローン

石川県輪島市な
ど被災地の孤立
地区へ医薬品を
空輸した

＊写真はいずれもNEXT DELIVERY提供

平
時
か
ら「
ド
ロ
ー
ン
配
送
網
」
が
確

立
さ
れ
て
い
れ
ば
、
緊
急
時
の
輸
送
に

も
活
用
の
可
能
性
が
開
け
ま
す
。

　

24
年
1
月
の
能
登
半
島
地
震
の
際
、

エ
ア
ロ
ネ
ク
ス
ト
は
孤
立
集
落
や
避
難

所
へ
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
医
薬
品
な
ど
の

物
資
輸
送
を
国
内
で
初
め
て
実
施
し
ま

し
た
。
ド
ロ
ー
ン
な
ら
ば
、
ト
ラ
ッ
ク
や

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
行
く
こ
と
が
で
き
な

い
場
所
に
も
飛
ん
で
い
け
ま
す
。
普
段

は
身
近
な
買
い
物
の
手
段
と
し
て
利
用

し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
が
災
害
時
に
は
緊

急
の
輸
送
手
段
と
し
て
活
躍
す
る
地
域

物
流
イ
ン
フ
ラ
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

＊
セ
イ
ノ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

（
岐
阜
県
大
垣
市
）の
グ
ル
ー
プ
会
社

　

2
0
2
4
年
8
月
28
日
に
県
は

N
E
X
T 

D
E
L
I
V
E
R
Y
、
セ
イ

ノ
ー
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
株
式
会
社＊

（
東
京
都
中
央
区
）、
富
岳
通
運
株
式
会

社（
甲
府
市
）
の
3
社
と
連
携
協
定
を

締
結
し
、
小
菅
村
で
確
立
し
た
ド
ロ
ー

ン
配
送
を
県
内
の
過
疎
地
や
孤
立
集
落

に
広
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
い
ま
は

ト
ラ
ッ
ク
で
輸
送
し
て
い
る
荷
物
を
ド

ロ
ー
ン
配
送
に
置
き
換
え
る
計
画
で
す
。

被
災
地
に
い
ち
早
く
物
資
を
届
け
る

近藤建斗さん

小
菅
村
で
ド
ロ
ー
ン
が
活
躍
！

P R O J E C T 1

d r o n e  d e l i v e r y

リニアやまなしビジョン
適度な規模感、多彩な実証フィールド
リニアで東京から25分という近接性
産官学金が連携した
オール山梨の伴走支援体制

TRY!YAMANASHI!は、
さまざまな社会課題の解決につながる

「テストべッド*」の提供を
突破口にすることを目指した

「リニアやまなしビジョン」が根本にあります。
山梨県のテストベッドとしての優位性は、
主に次のような点です。

2020年3月策定

実際の運用環境に近い状態で先端技術の実証実験を行う場

もっと知りたい
やまなし
in depth

［特集3］



TRY!YAMANASHI!
道の駅に設置する水循
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の
家
」
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
移
動
が

で
き
る
コ
ン
テ
ナ
型
に
す
る
こ
と
で
、

道
の
駅
な
ど
の
防
災
拠
点
に
設
置
し
な

が
ら
、
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
も
活

用
で
き
な
い
か
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

「
電
気
も
水
も
な
い
と
こ
ろ
で
、
自
給

自
足
の
暮
ら
し
は
で
き
る
の
か
？
」

　

そ
ん
な
実
証
実
験
を
し
た
の
は

「
T
R
Y
!
Y
A
M
A
N
A
S
H
I
!

実
証
実
験
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
の
採
択
企

業
の
1
社
で
あ
る
Uユ

ー
ス
リ
ー3

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ズ
合
同
会
社（
東
京
都
港
区
）
で
す
。

水
や
電
気
を
公
共
イ
ン
フ
ラ
に
頼
ら
な

い〝
完
全
オ
フ
グ
リ
ッ
ド
〟の
住
居「
オ

フ
グ
リ
ッ
ド
・
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
八
ヶ
岳
」

を
2
0
2
2
年
3
月
1
日
、
北
杜
市
に

開
所
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
U
３
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ズ
か
ら
独
立
し
た

I
イ

ン

フ

ラ

N
N
F
R
A
株
式
会
社（
甲
府
市
）

が
施
設
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

計
5
棟
の
白
い
ド
ー
ム
型
の
イ
ン
ス

タ
ン
ト
ハ
ウ
ス
を
連
結
さ
せ
た
居
住
空

間
は
、
常
時
２
～
３
人
が
生
活
で
き
ま

す
。
太
陽
光
に
よ
る
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ

ム
で
発
電
し
、
生
活
排
水
を
浄
化
し
て

シ
ャ
ワ
ー
や
キ
ッ
チ
ン
な
ど
で
循
環
利

用
す
る
こ
と
で
、
既
存
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
が
難
し
く
な
る
過
疎
地
な
ど
で
も
快

適
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

実
証
実
験
の
成
果
か
ら
独
自
の
水
循

環
シ
ス
テ
ム
も
開
発
し
、「
無
印
良
品

電
気
と
水
の
自
給
自
足
で
新
た
な
暮
ら
し
を
実
現

P R O J E C T 2北杜市に建てられた「オフグリッド・
リビングラボ八ヶ岳」

あらゆる挑 戦を支援する
スタートアップや先端技術といった枠組みにとらわれず、

社会課題を解決しようと頑張る人を応援する
「新事業共創プラットフォーム TRY!YAMANASHI!」を始動しました。

挑戦者と支援者を
増やす

イノベーション
エコシステムの確立

「山梨から社会課題に取り組
み、イノベーションを起こし
たい！」という人たちが挑戦
しやすいように、支援者みん
なで一緒に考え、伴走しなが
ら支援します。

挑戦者と支援者が
つながる

イノベーションを起こしたい
人同士がネットワークでつな
がり、ビジネスの輪を広げま
す。また、さまざまな支援機関
や金融機関が連携することで、
組織の枠を超えた支援を提供
します。

多くの挑戦者が県内に集まり、
中には成長を遂げ山梨に根付
く企業が生まれます。そうし
た企業が次世代の挑戦者を支
援し、次々と価値が生み出さ
れる環境をつくります。

123

あらゆる挑戦

相
　
　
談

成長
飛躍

N e w s !

新事業共創
プラットフォーム

集合知

金融
機関

支援
機関

山梨県

ピッチピッチ

新事業共創
プラットフォームに

ついて詳しくは
こちらから

実証実験
サポート事業に
ついて詳しくは

こちらから

［問い合わせ先］新事業チャレンジ推進グループ　TEL 055-223-1514  FAX 055-223-1651 ＊写真はいずれもINNFRA提供

支援策検討支援策検討

伴走支援マッチングマッチング
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山
梨
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
始
動

山
梨
県
は
、社
会
課
題
の
解
決
や

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
新
た
な
拠
点
と
し
て
、

２
０
２
４
年
11
月
、県
立
美
術
館
附
属「
山
梨
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
」を

防
災
新
館
２
階
に
開
設
し
ま
し
た
。

［問い合わせ先］山梨デザインセンター  TEL 055-223-1796

県
民
一
人
一
人
が
主
役
に
。

日
常
を
創
る
み
ん
な
の
デ
ザ
イ
ン

デ
ザ
イ
ン
の
力
で
日
本
を
元
気
に
す
る
。

　

山
梨
県
は
デ
ザ
イ
ン
思
考
を
取
り
入

れ
る
こ
と
で
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
本
当
に

必
要
と
し
て
い
る
も
の
は
何
か
、
ど
う
す

れ
ば
使
い
や
す
く
な
る
か
と
い
う
視
点
か

ら
、
政
策
や
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
が
持
つ
資
源
や
産
業
技

術
、人
材
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
、こ

れ
ま
で
以
上
に
価
値
を
高
め
て
い
き
ま

す
。さ
ら
に
、デ
ザ
イ
ナ
ー
や
ク
リ
エ
イ

タ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
拠
点

と
し
て
機
能
さ
せ
な
が
ら
、県
民
の
皆

さ
ん
も
巻
き
込
ん
で
新
た
な
価
値
が
次

々
と
生
ま
れ
る
場
を
目
指
し
ま
す
。
暮

ら
し
を
よ
り
良
く
す
る
山
梨
県
の「
デ

ザ
イ
ン
」に
、ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

永
井
C
D
O
と
共
に
、
セ
ン
タ
ー
の

デ
ザ
イ
ン
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
就
任
す
る

事
に
生
か
せ
る「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」を
広

め
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で
す
。

　

豊
か
な
自
然
、
歴
史
あ
る
文
化
、
そ

し
て
世
界
に
誇
る
富
士
山
。
山
梨
に
は

ワ
イ
ン
や
果
物
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
な
ど
、

す
で
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
数
多
く

の「
文
化
的
テ
ロ
ワ
ー
ル
」が
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
県
の
価
値
を
深
く
掘
り
下
げ
、

の
は
次
の
３
名
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
性
を
生
か
し
、
山
梨
県
の
デ
ザ
イ
ン

振
興
を
支
援
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

山
梨
県
出
身
で

世
界
的
プ
ロ
ダ
ク
ト

デ
ザ
イ
ナ
ー
の

柴
田
文
江
さ
ん

（
多
摩
美
術
大
学
教
授
）

地
域
の
価
値
創
造
に

実
績
を
持
つ

林
千
晶
さ
ん

デ
ザ
イ
ン
の
力
で
よ
り
多
く
の
方
に
山

梨
の
魅
力
を
伝
え
て
い
く
こ
と
も
デ
ザ

イ
ン
の
重
要
な
仕
事
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
私
た
ち
は
、ま
ず
県
庁

に
デ
ザ
イ
ン
思
考
を
導
入
す
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
す
。職
員
向
け
の
研
修
を
通

じ
て
、県
職
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
、県
民

の
真
の
ニ
ー
ズ
を
深
く
理
解
し
、そ
れ
に

応
え
る
政
策
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

よ
り
効
果
的
で
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

　

同
時
に
、
県
内
の
事
業
者
の
方
々
、

そ
し
て
将
来
を
担
う
中
高
生
に
も
デ
ザ

イ
ン
思
考
を
広
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
特
に
教
育
の
分
野
で
は
、

単
に
絵
の
う
ま
さ
を
競
う
の
で
は
な
く
、

新
し
い
発
想
や
問
題
解
決
能
力
を
育
む

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
将
来

的
に
は
教
育
委
員
会
や
各
学
校
と
連
携

し
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
を
取
り
入
れ
た
授

業
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
こ
の

よ
う
な
活
動
の
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
、

県
内
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー

が
集
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ブ
に
な
る
こ

と
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
ク
リ
エ
イ

タ
ー
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

方
々
が
集
い
、
学
び
合
え
る
場
所
を
創

造
し
て
い
き
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
思
考
を
通
じ
て
、
私
た
ち

一
人
一
人
が
山
梨
の
未
来
を
創
り
出
す

主
役
と
な
る
。
暮
ら
し
の
中
で「
あ
、

こ
れ
使
い
や
す
く
な
っ
た
な
」「
山
梨

っ
て
魅
力
的
だ
な
」
と
感
じ
て
い
た
だ

け
る
変
化
を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
過
程
に
、
ぜ
ひ

皆
さ
ん
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
一
緒

に
山
梨
の
未
来
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
摩
美

術
大
学
美
術
学
部
統
合
デ
ザ
イ
ン
学
科

の
永
井
一
史
教
授
を
チ
ー
フ
デ
ザ
イ
ン

オ
フ
ィ
サ
ー
（
C
D
O
）
に
お
招
き
し
、

３
名
の
デ
ザ
イ
ン
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
共

に
、
山
梨
の
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
デ
ザ
イ

ン
で
結
び
付
け
、
新
し
い
価
値
を
生
み

出
し
て
い
き
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
設
立
の
目
的
は
、
デ
ザ
イ

ン
の
力
を
活
用
し
て
県
の
政
策
立
案
や

地
域
資
源
の
価
値
向
上
を
図
る
こ
と
で

す
。
こ
こ
で
い
う「
デ
ザ
イ
ン
」
と
は

単
に
美
し
い
形
に
す
る
だ
け
で
な
く

「
誰
の
た
め
に
」「
何
の
た
め
に
す
る
の

か
」
を
徹
底
的
に
考
え
、
目
的
達
成
に

向
け
て
計
画
を
立
て
、
実
行
に
移
す
プ

ロ
セ
ス
全
体
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　
「
デ
ザ
イ
ン
」と
聞
く
と
、
多
く
の
方

は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の

仕
事
を
思
い
浮
か
べ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
私
た
ち
が
目
指
す
の
は
、

特
別
な
才
能
を
持
つ
人
だ
け
の
た
め
の

デ
ザ
イ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

県
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
持
つ
創
造

性
を
引
き
出
し
、
日
々
の
暮
ら
し
や
仕

防災新館2階にオープンした「山梨デザ
インセンター」デザイナーやクリエイター
のネットワークづくりの拠点となる

山
梨
県
出
身
で

世
界
的
プ
ロ
ダ
ク
ト

デ
ザ
イ
ナ
ー
の

深
澤
直
人
さ
ん

（
多
摩
美
術
大
学
副
学
長
）

もっと読む
やまなしin depth

デザインセンターの
詳細はこちら

山梨県CDO兼
デザインセンター長

永井一史さん

多摩美術大学美術学部統合デザイン学科 教授
㈱ HAKUHODO DESIGN 代表取締役社長
2015年～東京都「東京ブランド」
クリエイティブディレクター
2015～17年 グッドデザイン賞審査委員長

Nagai Kazufumi

山
梨
県
C
D
O
兼
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
し
た
永
井
一
史
さ
ん
に
、

セ
ン
タ
ー
が
目
指
す
も
の
を
伺
い
ま
し
た
。
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あ
る
女
性
と
の
出
会
い

「
こ
こ
に
い
る
人
は
誰
も
、
私
の
過
去

に
つ
い
て
聞
か
な
い
ん
で
す
。
話
題
に

上
る
の
は『
好
き
な
選
手
は
？
』
な
ど

サ
ッ
カ
ー
の
こ
と
ば
か
り
。
試
合
観
戦

中
も
、
チ
ー
ム
が
得
点
し
た
ら
ハ
イ
タ

ッ
チ
を
し
て
く
れ
た
。『
気
持
ち
悪
い
』

『
触
ら
な
い
で
』と
避
け
ら
れ
た
過
去
が

あ
る
私
に
と
っ
て
、
自
分
の
居
場
所
が

で
き
た
の
が
、
心
地
よ
く
て
」

　

や
が
て
、
白
鳥
さ
ん
は
引
き
こ
も
り

を
克
服
し
た
。

「
こ
れ
ま
で
、
私
は
不
登
校
の
人
と
関

　

物
語
は
、
１
本
の
電
話
か
ら
始
ま
る
。

「
井
尻
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
、
ど
う
か
、

面
倒
を
見
て
く
れ
な
い
か
」―
―
。

　

母
校
・山
梨
英
和
中
・
高
校
の
恩
師
か

ら
だ
っ
た
。Ｊ
リ
ー
グ
に
所
属
す
る
チ
ー

ム
・
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府（
以
下
、
ヴ

ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
）の
営
業
を
担
う
井
尻
真

理
子
さ
ん（
50
）は
当
時
を
振
り
返
る
。

「
突
然
で
し
た
。
聞
け
ば
、
い
じ
め
ら

れ
た
過
去
が
あ
り
、
家
に

閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
女
性

が
い
る
。
そ
の
人
は
サ
ッ

カ
ー
が
大
好
き
だ
か
ら
、

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
で
社
会

と
つ
な
が
る
活
動
を
さ

せ
て
あ
げ
ら
れ
な
い
か
と

い
う
お
話
で
し
た
」

　

そ
し
て
紹
介
さ
れ
た
の
が
、
白
鳥
恵

美
さ
ん
だ
っ
た
。
白
鳥
さ
ん
に
は
、
早

速
チ
ラ
シ
の
封
入
作
業
や
、
試
合
前
の

準
備
な
ど
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
。

　

す
る
と
、
日
を
追
う
ご
と
に
白
鳥
さ

ん
が
元
気
に
な
っ
て
い
く
の
が
分
か
っ

た
。
そ
の
頃
の
気
持
ち
を
、
白
鳥
さ
ん

は
こ
う
話
す
。

新
聞
部
に
所
属
し
、取
材
に
奔
走
し
た
。

卒
業
後
も
、こ
う
し
た
仕
事
に
就
く
も

の
だ
と
思
っ
て
い
た
。し
か
し
、
井
尻
さ

ん
を
就
職
氷
河
期
の
波
が
飲
み
込
ん
だ
。

「
友
人
の
中
で
も
、男
性
は
テ
レ
ビ
局
や

出
版
社
等
の
み
ん
な
が
憧
れ
る
企
業
に

ど
ん
ど
ん
就
職
を
決
め
て
い
る
の
に
、女

性
は
、な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
く
て
」

　

な
ん
と
か
掴
ん
だ
の
は
、出
版
社
の

契
約
社
員
だ
っ
た
。そ
の
後
も
、編
集
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、広
告
代
理
店
と
渡
り

歩
い
た
が
、期
限
付
き
の
雇
用
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
井
尻
さ
ん
を
正
社
員
で
受
け

入
れ
て
く
れ
た
の
は
、
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー

レ
だ
っ
た
。

「
い
つ
か
、
恩
返
し
が
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
」

　

広
報
、営
業
と
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
る

傍
ら
、
白
鳥
さ
ん
を
は
じ
め
、
心
の
拠

り
所
を
探
し
て
い
る
人
を
支
援
し
た
。

　

そ
ん
な
井
尻
さ
ん
が
新
た
な
契
機
に

遭
遇
す
る
。「
や
ま
な
し
女
性M

irai

ク

エ
ス
ト
」
だ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
め

方
を
学
べ
、
プ
レ
ゼ
ン
を
通
過
す
れ
ば
、

資
金
面
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
あ
る
と
い

う
魅
力
も
あ
っ
た
。
募
集
を
見
た
瞬
間

に「
不
登
校
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る

提
案
を
し
よ
う
」
と
参
加
す
る
こ
と
を

わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

白
鳥
さ
ん
を
き
っ
か
け
に
、
本
人
や
ご

家
族
の
思
い
、
そ
れ
を
見
守
る
先
生
や

周
囲
の
環
境
な
ど
を
知
っ
た
ん
で
す
」

（
井
尻
さ
ん
）

　

そ
の
後
も
、
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
を
訪

れ
た
こ
と
で
、
１
人
、
２
人
と
社
会
復

帰
を
果
た
す
人
が
現
れ
た
。

「
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
を
、
み
ん
な
に
と

っ
て
の
居
場
所
に
し
た
い
」
そ
ん
な
思

い
が
、
井
尻
さ
ん
に
募
り
始
め
た
。

　

井
尻
さ
ん
が
生
ま
れ
た
の
は
、１
９
７

４
年
の
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
最
中
。

入
学
し
た
早
稲
田
大
学
で
は
ス
ポ
ー
ツ

決
め
た
。

「
不
登
校
の
解
消
は
も
ち
ろ
ん
、自
分
に

自
信
を
つ
け
る
た
め
に
も
、こ
の
企
画
を

通
し
た
い
!
そ
う
思
っ
て
挑
み
ま
し
た
」

　

事
業
企
画
に
は「
外
に
出
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
」
と
、
不
登
校
の
子
た
ち

に
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
の
試
合
を
観
戦
で

き
る
チ
ケ
ッ
ト
の
配
布
を
盛
り
込
ん
だ
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
白
鳥
さ
ん
も
協

力
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

終
業
後
も
、
休
み
の
日
も
、
頭
の
中

は
常
に
プ
レ
ゼ
ン
の
こ
と
で
い
っ
ぱ
い

の
日
が
続
い
た
。
後
日「
合
格
」
通
知

を
受
け
た
瞬
間
は
、
思
わ
ず
胸
が
熱
く

な
っ
た
。

　

２
０
２
２
年
10
月
16
日
、
第
１
０
２

回
天
皇
杯
で
、
Ｊ
２
の
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー

レ
が
Ｊ
１
の
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
を

破
り
、
初
優
勝
を
飾
っ
た
。
そ
の
瞬
間
、

た
く
さ
ん
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
互
い
に
手

を
取
り
、
抱
き
合
っ
た
。

「
ふ
れ
あ
え
る
っ
て
、
温
か
い
。
知
ら

な
い
人
同
士
で
も
、
同
じ
も
の
を
見
て
、

楽
し
ん
だ
り
、
感
情
を
共
有
し
た
り
す

る
っ
て
素
敵
な
こ
と
な
ん
で
す
。
配
布

す
る
チ
ケ
ッ
ト
が
、
そ
ん
な
喜
び
を
知

っ
て
も
ら
え
る『
未
来
へ
の
切
符
』
に

な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
」（
井
尻
さ
ん
）

甲府市生まれ

早稲田大学卒業。その後、
出版社、編集プロダクション、
広告代理店で勤務

ヴァンフォーレ山梨
スポーツクラブに入社

「やまなし女性Miraiクエスト」で
不登校支援の事業化検討を開始。

株
式
会
社
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
山
梨
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

井
尻
真
理
子

人
は
、い
つ
も
き
っ
か
け
を
探
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

未
来
に
向
け
懸
命
に
生
き
る
県
民
を
紹
介
す
る

連
載
・
山
梨
懸
人
の
３
回
目
の
舞
台
は
、サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
。

そ
こ
に
は
、山
梨
県
の
不
登
校
問
題
の
解
消
を
目
指
す
女
性
が
い
る
。

な
ぜ
、こ
の
場
所
な
の
か
。彼
女
の
取
り
組
み
か
ら
、

社
会
問
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
が
見
え
て
く
る
。

　山梨県は、2024年度から女性管理職の創出
を目指す事業「やまなし女性Mirai クエスト」
をスタート。同事業には、18人の女性管理職
候補者が参加している。数カ月にわたる研修
で管理職の役割や、プロジェクト推進のノウ
ハウを学ぶのと連動して、社内プロジェクト
を立ち上げて実践する。参加者同士が互いに
刺激し合いながら、それぞれが目指す女性管
理職像に向けて奔走中。

﹇
連
載
﹈

未
来
を

懸
命
に
志
す

県
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

人
の「
あ
た
た
か
さ
」を

知
っ
て
ほ
し
い
か
ら

天皇杯優勝のメダルを手に取る白鳥さん（左）と井尻さん

ヴァンフォーレのマスコッ
トをあしらった水引。通信
制高校で手芸の講師を務
める白鳥さんが制作した
（画像は白鳥さん提供）

不登校の子たちの居場所づくりに奮闘する井尻さん

不登校の子たちへの支援を始める

ヴァンフォーレの事務所には戦歴の
数々の思い出の品が飾られていた

サ
ッ
カ
ー

ス
タ
ジ
ア
ム
を

み
ん
な
の
居
場
所
に
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都留市産業課

ニック

空にドローン
元気な小菅村の子

小菅村立小菅小学校の1、2年生児童8人。
空にドローンが飛ぶことが日常の風景となっ
た村で、すくすくと育ちます。小学校の体育
館でドローンの飛ばし方や仕組みなどの説明
を受け、興味津々の様子でした。説明役は
NEXT DELIVERY運航部パイロットの澤井
康起さん。みんなでドローンを囲んで記念撮
影しました。

今号の特集から

やまなしの魅力は
もっともっとあるはず！
「ふれあいスクエア」では、県民の皆さ
んからの写真を募集しています。県の
取り組みについてのご質問もお待ちし
ています。

新春特別企画として、次号に写真
掲載された方の中から抽選で５名
の方にQUOカード500円分が当
たります。

空
き
古
民
家
の
マ
ッ
チ
ン
グ

始
め
た
っ
て
聞
き
ま
し
た
。

詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
！

や
ま
な
し

空
き
古
民
家
・

レ
ト
ロ
建
築

バ
ン
ク
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

ど
ん
な

サ
ー
ビ
ス
で
す
か
？

　
山
梨
県
は
、
5
年
ご
と
の
全
国
調
査
で
全
国
一
位
の

空
き
家
率
が
続
い
た
時
期
も
あ
り
、
空
き
家
を
有
効

活
用
す
る
策
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
以
前

か
ら
要
望
が
あ
っ
た
「
古
民
家
を
使
い
た
い
」
と
い
う

声
と
古
民
家
所
有
者
を
つ
な
ぐ
サ
ー
ビ
ス
を
2
0
2
3

年
9
月
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
使
用
可
能
な
空
き
家
は
県
の
審
査
後
、
専
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
移
住
や
新
し
い
事
業
の
た

め
に
使
い
た
い
県
内
外
の
方
か
ら
物
件
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
、
県
が
マ
ッ
チ
ン
グ
し
ま
す
。
申

請
か
ら
登
録
ま
で
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

レ
ト
ロ
建
築
に

特
化
し
て

い
る
の
で
す
か
？

　
使
用
可
能
な
空
き
家
を
登
録
す
る
際

に
、「
築
50
年
以
上
」「
伝
統
的
な
方
法

で
建
て
ら
れ
て
い
る
」
と
い
っ
た
一
定
の

要
件
を
満
た
す
こ
と
を
条
件
に
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
要
件
付
き
で
空
き
家

を
県
が
一
元
化
し
て
提
供
す
る
試
み
は
、

他
県
に
例
の
な
い
特
色
で
す
。

誰
で
も
使
う
こ
と
が

で
き
ま
す
か
？

　
物
件
の
所
在
地
は
県
内
に
限
り
ま
す
が
、
利
用
者
は
県

内
外
を
問
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
掲
載
数
は
10
件
で
、

す
で
に
3
件
の
契
約
が
済
ん
で
い
ま
す
。
掲
載
件
数
を
さ

ら
に
増
や
し
、
空
き
古
民
家
の
活
用
に
結
び
付
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
県
に
は
昭
和
レ
ト
ロ
や
大
正
ロ
マ
ン
、
明
治
ハ
イ
カ
ラ
を

感
じ
さ
せ
る
建
物
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
古
民
家
を
探
し
て
い
る
方
、
空
き
家
を
お

持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ブルーマリン

山梨市のイチゴ園で気に入った実を
摘んでその場で食べる。甘～い !

モモもブドウも、
イチゴもね !

やまなっしー

石和温泉「さくら温泉通り」の冬は幻
想的なイルミネーションに彩られます。
ウッドデッキの遊歩道をゆっくり散策。

温泉街のイルミネーション

甲府市善光寺の「手打ちうどん 
とだ」。吉田うどん特有の硬い
麺。そして、やみつきになるスー
プ。ごちそうさまでした。

やみつきに

ふれあい
スクエア

チャリ僧

サイクルアドベンチャー
ツアーin南アルプスへ。
このイベントのために1
日だけ開放される南ア
ルプススーパー林道を
自転車で駆け抜ける！ 

スーパー林道
サイクリング

11月開催の甲州富士川まつり。幼獣から成獣までのティラ
ノサウルスがいっぱい。見応えのある激しいレースでした！

恐竜レース

新婚M

絶景！都留市の秀峰九鬼
山から見渡す「富士山」「リ
ニア」「高速道路」のトリ
プル・コラボレーション！！

ビュースポット

P H O T O S P A C E

あなたが撮った写真を
「ふれあい」に掲載しませんか？ 
皆さんのとっておきの1枚、
お待ちしています！

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
県
政
に
関
す
る
疑
問
・

質
問
に
お
答
え
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

今
号
の
質
問
は
、こ
ち
ら
で
す
。

バンクでマッチン
グされた古民家

古民家の内観は昔懐
かしい雰囲気が漂う

お
答
え
し
ま
す

牛奥 理子
建築住宅課 住宅対策室 技師

友だち登録すると
写真を投稿できます。

山梨県公式
LINEアカウント

［問い合わせ先］住宅対策室　
TEL 055-223-1731　FAX 055-223-1736山梨　空き古民家イラスト：宮野耕治

応募締め切りは1月31日（金）まで。
当選者には山梨県公式LINEから個別
に連絡します。

Q
Q & A
S P A C E

QQQ

こちらからどうぞ！
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都留市産業課

ニック

空にドローン
元気な小菅村の子

小菅村立小菅小学校の1、2年生児童8人。
空にドローンが飛ぶことが日常の風景となっ
た村で、すくすくと育ちます。小学校の体育
館でドローンの飛ばし方や仕組みなどの説明
を受け、興味津々の様子でした。説明役は
NEXT DELIVERY運航部パイロットの澤井
康起さん。みんなでドローンを囲んで記念撮
影しました。

今号の特集から

やまなしの魅力は
もっともっとあるはず！
「ふれあいスクエア」では、県民の皆さ
んからの写真を募集しています。県の
取り組みについてのご質問もお待ちし
ています。

新春特別企画として、次号に写真
掲載された方の中から抽選で５名
の方にQUOカード500円分が当
たります。

空
き
古
民
家
の
マ
ッ
チ
ン
グ

始
め
た
っ
て
聞
き
ま
し
た
。

詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
！

や
ま
な
し

空
き
古
民
家
・

レ
ト
ロ
建
築

バ
ン
ク
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

ど
ん
な

サ
ー
ビ
ス
で
す
か
？

　
山
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き
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た
時
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も
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、
空
き
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有
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ま
し
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。
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サ
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古
民
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を
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い
る
方
、
空
き
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を
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の
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合
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せ
く
だ
さ
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ブルーマリン

山梨市のイチゴ園で気に入った実を
摘んでその場で食べる。甘～い !

モモもブドウも、
イチゴもね !

やまなっしー

石和温泉「さくら温泉通り」の冬は幻
想的なイルミネーションに彩られます。
ウッドデッキの遊歩道をゆっくり散策。

温泉街のイルミネーション

甲府市善光寺の「手打ちうどん 
とだ」。吉田うどん特有の硬い
麺。そして、やみつきになるスー
プ。ごちそうさまでした。

やみつきに

ふれあい
スクエア

チャリ僧

サイクルアドベンチャー
ツアーin南アルプスへ。
このイベントのために1
日だけ開放される南ア
ルプススーパー林道を
自転車で駆け抜ける！ 

スーパー林道
サイクリング

11月開催の甲州富士川まつり。幼獣から成獣までのティラ
ノサウルスがいっぱい。見応えのある激しいレースでした！

恐竜レース

新婚M

絶景！都留市の秀峰九鬼
山から見渡す「富士山」「リ
ニア」「高速道路」のトリ
プル・コラボレーション！！

ビュースポット

P H O T O S P A C E

あなたが撮った写真を
「ふれあい」に掲載しませんか？ 
皆さんのとっておきの1枚、
お待ちしています！

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
県
政
に
関
す
る
疑
問
・

質
問
に
お
答
え
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

今
号
の
質
問
は
、こ
ち
ら
で
す
。

バンクでマッチン
グされた古民家

古民家の内観は昔懐
かしい雰囲気が漂う

お
答
え
し
ま
す

牛奥 理子
建築住宅課 住宅対策室 技師

友だち登録すると
写真を投稿できます。

山梨県公式
LINEアカウント

I n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v e

I n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v e

I n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v e I n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v e

［問い合わせ先］住宅対策室　
TEL 055-223-1731　FAX 055-223-1736山梨　空き古民家

友だち登録すると
写真を投稿できます。

山梨県公式
LINEアカウント

イラスト：宮野耕治

応募締め切りは1月31日（金）まで。
当選者には山梨県公式LINEから個別
に連絡します。

Q
Q & A
S P A C E

QQQ

こちらからどうぞ！こちらからどうぞ！
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や
ま
な
し
県
政
ニ
ュ
ー
ス

“
い
ま
”を
お
届
け
す
る

人
口
減
少
危
機
突
破
へ

調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

中
間
報
告
会
開
催

は2024年10月28日、少子化対策に関する調
査研究プロジェクトの中間報告会を開催しまし

た。このプロジェクトは、山崎史郎内閣官房参与を代
表とする人口減少対策の専門家グループと共に取り組
んでいるものです。
　将来の妊娠・出産に備えて健康管理を行うプレコン
セプションケア（プレコン）への理解を深めてもらうた
め、身体の状態を調べるプレコン健診を職場健診とあ
わせて受けられるようにしたことや、プレコンセミナ
ーを社員研修に位置付けた企業では、男女とも多くの
方が参加されたことから、プレコンのさらなる推進に
は企業の協力が不可欠であることを発表しました。
　さらに、世帯収入の増加や企業の子育て支援制度等
の充実度が出生数の増加につながるという調査結果か
ら、企業に対して賃金アップや支援制度の導入を働き
かけていく必要があるとの報告がありました。
　山崎内閣官房参与は「知事のリーダーシップの下、
大変素晴らしい成果が出ている。引き続き頑張ってほ
しい」と激励しました。
　県は、人口減少危機を突破するため、今後も積極的
に取り組んでいきます。

ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。

中間報告を評価
する山崎内閣官
房参与

次
世
代
育
成
と

企
業
支
援
の
担
い
手

学
生
Ｄ
Ｘ
リ
ー
ダ
ー
誕
生

県のデジタルトランスフォーメーション（DX）を
強力に推進する若手人材が新たに誕生しました。

　県は2024年9月から10月にかけて県内大学生を対
象に実践型のＤＸ研修を実施。第1期生として20名の
大学生に中高生を指導するスキルや中小企業を支援す
るスキルを習得してもらいました。最終日には研修の
集大成として仮想のレストランを事例に、売り上げデ
ータや来店者の消費傾向を分析した上でお店のホーム
ページを制作しました。グループごとにプレゼンをし、
意見交換も行われました。
　今後はこの20名の大学生にDXリーダーとして、中
高生へのDX指導や中小企業のデジタル課題解決を担
ってもらいます。
　DXを推進することで企業の業務が効率化し、生産
性の向上につながることが期待されている一方で、全
国的にDXを導入するための人材が不足しています。
　県はDXリーダーが次の世代の中高生を育て、技術
を学んだ生徒たちが大学でさらに磨きをかけ、次の世
代を育てるという人材育成の循環サイクル構築を目指
しています。DX人材を安定的に育成し、中小企業への
支援を通じて県内事業者の成長を後押ししていきます。

0
1

02

人
口
減
対
策

デ
ジ
タ
ル

国
産
黒
ト
リ
ュ
フ

県
内
初
人
工
栽
培
成
功

本県森林総合研究所は2024年9月、18年から取り
組んできた黒トリュフの人工栽培を県内で初めて

成功させました。
　トリュフはマツタケと同じように生きた樹木の根と共
生する菌の仲間で、菌床による栽培ができず、人工的に
栽培することが非常に難しいキノコです。国産黒トリュ
フの人工的な発生に成功したのは岐阜県に次ぐ全国2例
目となります。
　今後は、黒トリュフの人工的な栽培方法を確立させる
ため、トリュフの菌を効果的に感染させる方法や栽培に
適する条件の探索など、安定的な発生に向けた研究を
進めていきます。

県

訪問購入など
突然訪問してきた
業者に注意
「売るつもりのない貴金属まで強引に買い取られてしま
った」「ふと、目を離した隙に大切な貴金属が持ち去られ
てしまった」などの相談や、訪問購入業者を名乗り、無理
やり家に入ろうとする不審者の情報が相次いでいます。
　購入業者の飛び込み勧誘は、法律で禁止されています。
また、訪問をきっかけに住民から聞き取った情報が犯罪
に使用される恐れもあります。

● 突然訪問してきた業者は決して家に入れない。
● 業者からの電話や訪問してきた場合には、
　個人情報を教えない。
● 自宅の施錠や防犯設備の見直しをする。

身の危険を感じた場合や犯罪被害にあった場合は、
直ちに１１０番！

困ったら下記にご相談ください。

山梨県県民生活センター

055-235-8455☎︎

警察相談専用電話
※全国共通#9110☎︎

消費者ホットライン　

（いやや）※全国共通188☎︎
（最寄りの市町村や県の消費生活相談窓口をご案内します）

人工栽培された黒トリュフ

参加者と意見交換す
る長崎知事＝県庁で

グループワークに
参加する大学生

詳しくはこちら▶▶

0
3

森
の
恵
み






